
① 本体左側より給湯口（□またはＨＯＴ刻印）、右側より給水口（○またはＣＯＬＤ刻印）、中央上下（３箇所）

が吐出口です。 

② 使用しない接続口には付属のプラグ栓ネジ部にシール剤（シールテープ等）を使用し、プラグ栓を１２㎜六角

レンチで右回しにねじ込みます。セントラルサーモ用化粧カバーで使用される場合、全ての接続口にバルブ開

閉 機 能 があ り ま せ ん 。 本 機 種で 使 用 の 際 は 別 途 埋込 ス ト ッ プ バ ル ブ が必 要 に な り ま す 。           

※埋込ストップバルブは本体中心より１５０㎜以上離して取り付けてください。 

※湯水逆配管の場合は、本体を逆に取り付けることもできますが、化粧カバーが逆向きになって使用しにくく

なります。 

③ すべての接続口を使用することが可能ですが吐水量を考慮して、上記三種の使用方法に限定してご使用くださ

い。 

※元圧、使用される端末器具の吐水量によっては複数の端末器具の接続ができない場合があります。 

サーモスタット埋込混合栓施工時の注意 

(配管接続時の注意事項)            
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設備設計業者、配管設備業者様へ 

本機の埋込部は、一品番です。同一本体に取り付ける化粧カバーの品番によって仕様が変わります

ので、お客さまが望む仕様によって化粧カバー、吐水口、シャワーなどの器具を選択してください。 

本体には、プラグ栓、埋込ストップバルブの取り付けが必要です。 

また、接続する端末器具（オーバーシャワーヘッド等）により、本体との接続口が変わりますので、

以下の配管施工例を参考にご希望の使用環境をご確認の上、間違えない様、配管の接続を実施して

ください。 

各端末器具は配管を介して本体接続口に以下の指示を守って接続してください。 

※接続端末は以下のアイコンで表します。このアイコンは化粧プレートのアイコンの絵柄とは異なります。 

 

バスタブ：吐水口など、バスタブへの混合水

の供給を行う器具を接続する場合。 

ハンドシャワー：ハンドシャワーに混合

水の供給を行う場合。 

上部固定シャワー：オーバーヘッドシャワー

に、混合水の供給を行う場合。 

サイドシャワー：サイドシャワーに混合

水の供給を行う場合。 

プラグ栓：使用しない接続口がある場合。 埋込ストップバルブ：本体内蔵のバルブを使

用せずに別途ストップバルブを設置する場合 

吐水口またはサイドシャ

ワーのみを使用する場合 

セントラルサーモ用化粧カバー（サーモスタット機能のみ）で使用される場合の施行例 

オーバーヘッドシャワーまた

はハンドシャワーのみを使用

する場合 

オーバーヘッド

シャワーまたは

ハンドシャワー

か吐水口または

サイドシャワー

を接続し、どち

らか片方のみを

選んで使用する

場合（同時使用

は吐水量の問題

から行わないで

ください） 



 

ＪＰＴ４６０７５ 

シャワー用化粧カバーで使用される場合の施行例 

オーバーヘッドシャワー、ハンドシ

ャワーまたはサイドシャワーいず

れかのみを使用する場合 

オーバーヘッドシャワーまた

はハンドシャワーのいずれか

を使用し、かつ、下部接続口

（本体に開閉バルブ機能はあ

りません）にサイドシャワー

または吐水口を埋込ストップ

バルブを介して使用する場合 

上部左接続口には

つながない 

① 本体左側より給湯口（□またはＨＯＴ刻印）、右側より給水口（○またはＣＯＬＤ刻印）、中央上下（３箇所）

が吐出口です。 

② 使用しない接続口には付属のプラグ栓ネジ部にシール剤（シールテープ等）を使用し、プラグ栓を１２㎜六

角レンチで右回しにねじ込みます。シャワー用化粧カバーで使用される場合、上部左接続口、下部接続口に

バルブ開閉機能がありません。本機種で使用の際は別途埋込ストップバルブが必要になります。          

※埋込ストップバルブは本体中心より１５０㎜以上離して取り付けてください。 

③ 下部接続口を埋め込みバルブを介して使用することが可能ですが吐水量を考慮してご使用ください。 

※元圧、使用される端末器具の吐水量によっては下部接続口への端末器具の接続ができない場合があります。 

バスシャワー用化粧カバーで使用される場合の施行例 
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オーバーヘッドシャワー

とハンドシャワーを使用

する場合 

オーバーヘッドシャワー

またはハンドシャワーと

吐水口を使用する場合 

オーバーヘッドシャワ

ー、ハンドシャワードシ

ャワーまたは吐水口のい

ずれか２つを使用し、か

つ、下部接続口（本体に

開閉バルブ機能はありま

せん）にサイドシャワー

または吐水口を埋込スト

ップバルブを介して使用

する場合 

上部左接続口には

つながない 

① 本体左側より給湯口（□またはＨＯＴ刻印）、右側より給水口（○またはＣＯＬＤ刻印）、中央上下（３箇所）

が吐出口です。 

② 使用しない接続口には付属のプラグ栓ネジ部にシール剤（シールテープ等）を使用し、プラグ栓を１２㎜六

角レンチで右回しにねじ込みます。バスシャワー用化粧カバーで使用される場合、下部接続口にバルブ開閉

機能 が あ り ま せ ん 。 本機 種で 使 用 の 際は 別 途 埋込 スト ッ プバ ルブ が 必 要に な り ま す。          

※埋込ストップバルブは本体中心より１５０㎜以上離して取り付けてください。 

③ 下部接続口を埋め込みバルブを介して使用することが可能ですが吐水量を考慮してご使用ください。   

※元圧、使用される端末器具の吐水量によっては下部接続口への端末器具の接続ができない場合がありま

す。 

④ バスシャワー用化粧部は上部右側につないだ場合のみ本体のバルブ開閉ハンドル開けるときハンドルのボ

タンを押しながらの操作になります。 


